








研究目的 

胎児肺の成熟度の判定,もしくは呼吸窮追症候群(RDS)の出生前診断は羊水中の胎児肺由来

のサーフ l ァクタントを定量することにより可能であり,今日臨床の実際に用いられてい

る。同様に新生児の気道吸引液中の肺サーファクタントを定量し得れば,出生後に RDS の診

断確定が可能となり,また病勢の進行の予測も可能となるものと思われる。 

肺サーファクタントのマーカーとして,一般には disaturated phosphatidylcholine(DSPC)

を始めとするリン脂質が多く用いられているが,リン脂質をマーカーとした場合には微量

検体で測定することはきわめて困難である。またリン脂質が必ずしも肺サーファクタント

由来のものとは診断し得ず,その特異性が問題となることも多い。 

我々は肺サーファクタントが脂質蛋白複合体であり,しかもその蛋白部分には肺サーファ

クタントに特異的な蛋白のあるごとに注目し,この特異蛋白が肺サーファクタントのマー

カーになり得ると考えた。 

そこで本研究においては,RDS 診断のための肺サーファクタントの微量定量法を開発する

目的で,抗ヒト肺サーファクタントアポ蛋白抗体を用いた enzyme immunoassay 法について

基礎的検討を行った。 


